























































































主食 粉ミルク おしりふき 生理用品
備蓄や支援物資に対する要望
女性 男性
参考：内閣府「男女共同参画の視点による震災対応状況調査」平成２３年
3被災して見えてきた、無意識の中での性別役割
分業や男性基準の避難所づくり。防災や減災に
おける女性の視点、また地域の女性リーダーの
必要性は災害の多い国々においても共通する課
題です。
『災害の多い国々の専門家とともに考える未来 : 平成26年度国際ワー
クショップ』
神戸大学男女共同参画推進室編
2015
『女性の力で変革を : 男女共同参画と災害・復興ネットワーク4年間の活動記録
2011-2015』
男女共同参画と災害・復興ネットワーク ,日本女性学習財団編 2015
東日本大震災後、全国の女性団体や個人が災
害・防災政策にジェンダー視点の必要性を訴えま
した。
その活動の結果、国内法だけでなく国連防災世
界会議「仙台防災枠組2015-2030」に明記される
までの4年間をまとめた報告書です。
国際社会と災害
もっと詳しく知りたい方へ・・・
国立女性教育会館が提供する「女性情報レファレンス事例集」
http://winet.nwec.jp/tictconsult/
（２８０）2015年３月に、日本で国連防災世界会議が開催されましたが、女性に関する
取組はなされたのでしょうか。
4被災体験をした女性への取材を通して、いざという時のために
備えておきたいコトやモノを集めています。
これから防災対策したい人はもちろん、既に対策している人で
も参考になる情報が満載です。
『女性のための防災BOOK 』
マガジンハウス 2017 
『防災かあさん』
みんなの防災部著 羽鳥書店 2015
子どもや家族を災害から守るために母親ができることはなにか。
被災体験を通して学んだ必要な備えや災害を乗り切る知恵を、
母親の視点を通して紹介しています。
防災対策
『女性目線で備える防災BOOK』
マガジンハウス 2017 
『子どもを守る防災手帖 : 被災ママ1089人の声に学ぶ!』MAMA-
PLUG編・著 KADOKAWA 2016
